
 

■ 経営学部基礎演習について 
 

 

学習目標 

 
経営学部基礎演習は、新入生の皆さんに、これから４年間、松山大学経営学部でしっ 

かり学んでいただき、確実に成果を蓄積していくための基礎を身に付けていただくこと

を目的として開講されています。経営学部基礎演習では、読書指導、論文・レポート作

成指導や情報検索指導などを行います。したがって、経営学部基礎演習は、２年次か

ら始まる専門演習における学習・研究を効果的に進めていくために必要な知識や心構

えを学ぶ重要な意味をもつ授業科目となっています。 

経営学部基礎演習の具体的なテーマは、担当教員によってそれぞれ異なります。

皆さんが選択した経営学部基礎演習の担当教員は、皆さんが２年次になってそれぞれ

の専門演習に分かれていくまでの間、皆さんの勉学面を中心とした相談に応じる指導教

授としての役割を担っています。経営学部基礎演習は、指導教授のもと、１５名程度の

仲間と一緒に、ゼミナール形式で進められていくことになります。 

留意しておいてほしいことは、「経営学部基礎演習の単位を修得できていないものは、 

演習第一（２年次必修科目）を履修できない」（「経営学部履修規程」第８条）という点です。したが 

って、経営学部基礎演習の単位を修得できていない人は、２年次からの専門演習を 

履修できません。 

繰り返しになりますが、経営学部基礎演習の指導教授は皆さんが充実した大学生活 

を送る上で必要なさまざまな相談に応じますので、遠慮しないで指導教授の研究室のド 

アをノックしてみてください。 

 
※経営学部基礎演習（４単位）は、１年次生の必修科目です。次ページ以降を参照し必ず履修
の申し込みをしてください。 



 

■ 経営学部基礎演習申込方法について 

 

経営学部基礎演習担当教員の選択は、各担当教員の講義内容をよく読み、３つのグ 

ループそれぞれの中から履修を希望する担当教員を１名ずつ選び、担当教員の番

号（グループ別担当教員表を参照）を「入学手続 Web 登録」の際に希望登録してくだ

さい。なお、必ず各グループそれぞれから１名の担当者を選択してください。（選択さ

れていないグループがあった場合には、大学が適当な担当教員を選択します。また、

希望する担当教員がいない場合は選択しないでください。） 

また、申込者が多い場合には、１クラスの履修人数を制限しますので、希望していない 

演習担当者になる場合もありますがご了承ください。 

 

 

 

グループ別担当教員表 

第１グループ 

 

１．井上 修一 ６．中村 雅人 

２．苅谷 寿夫 ７．成田 景堯 

３．崔 琳源 ８．西岡 久継 

４．田村 公一 ９．山崎 義広 

５．田村 祐介  

第２グループ 
 

１０．伊藤 照明 １４．小西 敏雄 

１１．上杉 志朗 １５．甚内 俊人 

１２．越智 悠暉 １６．森田 正大 

１３．片岡 亮太  

第３グループ 

 

１７．安積 みづの ２２．橋崎 諒太郎 

１８．井上 快 ２３．日原 尚吾 

１９．神谷 厚徳 ２４．細川 美苗 

２０．忽那 浩 ２５．松尾 博史 

２１．酒井 達郎  



■ 経営学部基礎演習の講義内容 

 

【第 1 グループ】 

１．井上 修一 

サブタイトル：お金の基本的な知識を身につける 

テーマと目的： 

個人を取り巻く金融・経済・社会の諸環境は時々刻々と変化している。新聞、雑誌などのメデ

ィアでは日々、金融経済に関する情報が取り上げられている。基礎演習では、経済や経営を勉

強し始めるにあたり、我々にとって身近な金利からアプローチしてみたい。金利はもちろんのこと

金融を通して経済、経営に興味を持ってもらいたいと思っている。 

 

 

２．苅谷 寿夫 

サブタイトル：企業経営の分析 

テーマと目的： 

「よい企業」はどうやって見分ければよいのか。これは就職をはじめ様々な場面で重要な

問題です。「よい企業」を知る一つの重要な方法が企業経営の成績などの数字を読み解く

ことです。そこで実際の企業の成績表（有価証券報告書）を用いて、企業実態の分析法に

ついて学習します。また、論文の読解や論理的な文章の書き方など、大学で必要とされる

学習のスキルについても指導します。 

 

 

３．崔 琳源 

サブタイトル：大学生としての基礎スキルを身につけ、マーケティングの基礎を学ぶ 

テーマと目的： 

本授業は、経営学部での学びに早く慣れ、大学生としての生活へスムーズに移行できる

よう支援することを目的としています。大学生活では自由に使える時間が増えるため、その

時間をどのように管理し、どのように学修を深めていくかについても考えていきます。また、マ

ーケティングの基礎知識を身につけるために、関連する書籍の輪読を行います。1年間を通

して、大学生として必要な基礎的スキル、授業への取り組み方、発表の方法、自分の考え

を適切に伝える力を養成することを目指します。 

 



４．田村 公一 

サブタイトル：キャンパスライフプランの設計とビジネス基礎知識の習得 

テーマと目的： 

経営学部の基礎演習は、初年度教育科目として、新入生が大学生活にソフトランディングす

るために設置された講座です。大学では、４年次の卒業論文提出に向けた「研究」が重要な課

題となり、 中学・高校の「学習」とは異なる学生生活の姿勢と方法を身に付けておく必要があり

ます。また、卒業後の「なりたい自分」を目指して、進路決定を視野に入れた４年間のキャン

パスライフプランを、１年次の今から模索していくことが肝要です。 

このような主旨から、本演習では、経営学を研究するにあたってのガイダンス、業界分 

析能力の育成を目指したビジネス雑誌の購読、資格取得に関する情報提供、ビジネス専門用

語の理解、人事担当者を唸らせるエントリーシートの書き方、日本経済新聞の活用方法など、

諸々のアプローチから、皆さんのキャンパスライフをサポートできるような演習にしていきたい

と考えています。 

光陰矢のごとし。先輩たちは皆一様に、「４年間はとても早かったです」と言って卒業してい

きます。皆さんも充実した大学生活をかたち作るために、切磋琢磨してくださるよう希望致し

ております。 

 

 

５．田村祐介 

サブタイトル：大学で学ぶための基礎的技法の習得 

テーマと目的： 

高校と大学の学習は違うと言われます。それでは何が違うのかを円周率を例に考えてみ

ましょう。円周率は 3.14 であると教えられた (=暗記させられた) と思います。しかし根本

的な問題として円周率とは何で，なぜ 3.14 になるのでしょうか。 

以上から高校と大学の学習の違いは，現象の理解の深度になると言えます。 

本演習は大学で学ぶための下準備として基礎的な技法の習得を目指します。具体的には本

を輪読し，各回報告者を決め報告してもらい議論します。 

 

 

 

 

 

 



６．中村 雅人 

サブタイトル：保険の基礎を学ぶ 

テーマと目的： 

本演習では、集合授業において入学後の学生生活に必要な基本事項について学ぶと共に、

個別授業においては、特に指定の教科書を用いて保険の基礎を学びます。その目的は、知識

の習得はもちろんのことですが、文献の精読能力、レポート作成能力、プレゼンテーション能

力の向上にあります。これらの能力は、今後の学生生活においてはもとより、社会に出ても必要

とされる能力であり、積極的に演習に参加することが望まれます。 

 

 

７．成田 景堯 

サブタイトル：覚える勉強から考える勉強への実践的学習 

テーマと目的： 

この演習では、高校までの答えを覚える勉強ではなく、自ら問題設定し・調査し・発表やデ

ィスカッションなどを通じて、その解答を見つけていく考える勉強を実践していきます。具体的

には、最初の何回かの演習は考える勉強に必要なスキルについて学び、その後は班に分か

れてテーマに合わせて考える勉強を実践してもらい、その方法を身につけていくことを目標と

します。 

 

 

８．西岡 久継 

サブタイトル：スタディスキルを身につけ、経営の基礎知識を習得する 

テーマと目的： 

この演習では、大学で学ぶために必要なスタディスキル（コミュニケーション術、読書法、情報

収集法、グループワーク法、レポート作成法、プレゼンテーション能力など）を身に着けると同時

に、経営学部で学ぶための経営の基礎知識を習得することを目標とします。これらのスキルは

社会人基礎力にも通じる力です。皆さんの将来を見据えたスキルの開発を行いながら、これか

らの大学生活や将来の職業を考えていける機会を提供します。 

 

 

 

 



９．山崎 義広 

サブタイトル：社会人になっても必要なスキルの習得をめざす 

テーマと目的： 

高校，大学，社会人と環境が変わっても必ず必要なスキルがあります。月並みですがそれは

コミュニケーション能力です。いわゆる「コミュ力」は掴みどころがなく私たちを苦しめ続ける言葉で

す。そのぶん色々な側面から鍛えられるという考え方もできます。 

そこで本演習では「プレゼンテーション力」を軸に学んでいきます。目標としては学年が進んで

も，社会にでても不安にならないような，プレゼンテーション以外にも様々な基礎的なスキルを磨

くトレーニングを行っていきます。 

 

【第 2 グループ】 

１０．伊藤 照明 

サブタイトル：経営情報システムの最新トピックを通じて学ぶアカデミックスキル 

テーマと目的： 

「未知なるもの」を探求しながら主体的に学ぶ大学での学習スタイルに慣れるには、専門知識

と幅広い教養を身につけるためのアカデミックスキルが不可欠です。本授業では、経営学に関連

する情報システムの最新トピックについてのディスカッションを通じて、アカデミックスキルの習得

を目指します。具体的には、コンピュータや基本的なソフトウェアの使用方法、文献の読解、レポ

ートの執筆、プレゼンテーションの基礎などを学びます。 

 

 

１１．上杉 志朗 

サブタイトル：大学での学びを身につけて松山大学を知る 

テーマと目的： 

この授業の目標は、高校までとは違う「大学での学び」にスムーズに馴染み、充実した学生生

活の第一歩を踏み出すことです。 

具体的には、パソコンの活用法やノートの取り方、プレゼンテーション、レポート作成など、これ

からの学びに欠かせないスキルを基礎から丁寧に身につけていきましょう。 

また、皆さんが学ぶ松山大学の歴史や精神についても理解を深めます。4年間の土台となる

力を、一緒に養っていきませんか。 

 

 



１２．越智 悠暉 

サブタイトル：企業分析を行う方法について学習する 

テーマと目的： 

将来の就職活動を見据えると、企業分析を行い優良な企業を見つける力は重要であると考

えられます。そこで本講義では、財務諸表等の情報を用いて企業分析を行う方法を学習しま

す。また分かりやすい文章を書く方法や建設的に議論する方法といった将来に役立つ知識につ

いても学んでいきます。 

 

 

１３．片岡 亮太 

サブタイトル：スタディスキルを身につけ、大学での学びを充実させよう 

テーマと目的： 

大学で学ぶためには様々なスタディスキルが必要になります。具体的には、授業の受け方や

ノートの取り方、PCの使い方など基礎的なものから、文献を正確に読む力、論理的に筋道立て

て考える力、文章をわかりやすく書く力まで幅広く含まれます。この演習では、経営学について調

べ、レポートや発表に取り組むことを通して、それらのスキルを実践しながら身につけることを目

指します。 

 

 

１４．小西 敏雄 

サブタイトル：大学での学習や研究に必要なスタディスキルを身につける 

テーマと目的： 

これからの社会に対応するためには、資料や文章の読解力、さらに、情報収集能力、そし

て、周囲の人たちと対話するコミュニケーション力、ディベート能力が必要です。 

基本的な文章の輪読から始めて、文章読解法、文章表現、プレゼンテーション能力を学

びましょう。ここで身につけた力は、これから将来にわたって、各自を助ける道具になります。

このことを理解して、頑張っていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 



１５．甚内 俊人 

サブタイトル：実在企業の分析を通じ、調べ・考え・伝える力と将来の関心を探る 

テーマと目的： 

本演習では、実在する企業の分析を通じ、大学での学びに不可欠な「調べる・考える・書く・話す」

という基礎体力を身に付けることを目的とします。前期は、企業の開示情報を読み解き、論理的思

考に基づいたレポート作成法を学びます。後期は、分析を深化させ、協働によるプレゼンテーションを 

行います。これらを通じて、自ら考え抜く力を高め、将来の専門領域や関心を発見する機会としま

す。 

 

 

１６．森田 正大 

サブタイトル：大学や社会で必要とされる基礎的なスキルを身につけ、これからの自分を「デ 

ザイン」する 

テーマと目的： 

本演習では、大学での学びをより充実させるとともに、将来社会人として働く際にも求めら

れる基礎的なスキルや知識を身につけることを目的とします。具体的には、大学での学習の

仕方や大学の活用方法、情報収集の仕方やレポートの書き方、パソコンや各種ソフト

（Word、Excel、PowerPoint など）の基本的な使い方、メールの書き方や送り方などを学び

ます。さらに、資格取得や就職活動、経営学部2年次からのコース選択に向けた情報提供

なども行います。また、グループワークや社会人との交流を通して、コミュニケーション力、プ

レゼンテーション力、表現力、マナー・モラルなどの社会人基礎力を培うとともに、自らの将

来設計にも取り組んでいきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



【第 3 グループ】 

１７．安積 みづの 

サブタイトル：大学生としての学習スキルを習得する 

テーマと目的： 

この授業は、皆さんができるだけ早く大学の授業に慣れるように、大学生としての学習ス

キルを身につけることを目標にしています。具体的には、図書館での文献の探し方や、レジ

ュメのまとめ方、レポートの書き方、発表の仕方などです。授業では、具体例を挙げて書く、理由

を示して書く練習や、各自が選んだテーマで発表し、それについて議論する練習をしていま

す。全員が参加できるように、これまで、各自が地元のお菓子を紹介して皆で食べたり、皆で選

んだ短編映画を見て話し合ったり、皆で決めたメニューで料理して食べる企画などもやりまし

た。一緒に頑張りましょう！ 

 

 

１８．井上 快 

サブタイトル：大学生活に必要な学習スキルを身につける 

テーマと目的： 

大学の授業では、高校で習わなかったであろう学習スキルが求められます。例えば、レポート

や論文を書く力、参考図書や論文を収集する力、テーマや課題を設定する力、発表資料をまと

める力、批判的思考力などです。そこで本演習では、実際にレポートを書いたり、グループに分

かれて発表資料をまとめたりしながら、上記の学習スキルを身につけることを目指します。実りの

ある大学生活になるよう、一緒に頑張りましょう。 

 

 

１９．神谷 厚徳 

サブタイトル：大学生に必要な基本的学習スキルを身に付ける 

テーマと目的： 

この演習では皆さんが積極的に授業に参加していただけるように、各々が興味のあるテー

マを選定し、それを題材に今後必要不可欠となる、研究手法、レジュメの作成方法、プレゼンテ

ーションの方法といった基本的な学習スキルについて学んでいきます。また、グループワーク

を取り入れ、「他者と協力する力」「ディスカッション能力の強化」を目指します。 

 

 



２０．忽那 浩 

サブタイトル：コミュニケーション能力とＩＣＴ活用力のスキルアップ 

テーマと目的： 

対人関係において大切なコミュニケーション能力について考え、コミュニケーションスキルの向

上を目指します。社会人として、良好な人間関係を築くために、何が必要とされ、何が足りない

のかについて、話し合いを通して学びます。また、心を動かすプレゼンテーション力のスキルアッ

プを目指し、効果的な伝え方やスライドの作成方法など、ＩＣＴの効果的な活用方法について実

習を通して学びます。 

 

 

２１．酒井 達郎 

サブタイトル：ライフスキルとスポーツについて 

テーマと目的： 

メインテーマは現代のスポーツです。スポーツにかかわる様々な問題を取り上げていきま

す。例えば、ライフスキルを獲得するにはスポーツが有用だと言われています。これを踏ま

え、歴史と様々なスポーツ成立の背景、身体活動としてのスポーツ、スポーツと健康といっ

たテーマから、自分にとってスポーツの持つ意味を考えていきます。大学での研究の仕方を

現代社会における健康とライフスキル、スポーツを題材としながら学んでいきます。 

 

 

２２．橋崎 諒太郎 

サブタイトル：大学生としての基礎力の習得 

テーマと目的： 

高校では教員の手厚い指導のもとで学ぶことが多かったかもしれませんが、大学では自ら課

題を見つけ、主体的に学ぶ姿勢が求められます。 

本演習では、目標設定、論理的思考、文献の収集・読解、文章作成、プレゼンテーションなど

を通して、自律的に学ぶ力を養います。 

これにより、大学での学修に必要な基礎力だけでなく、社会で主体的に行動し、成果を上げる

ための力を身につけることを目指します。 

 

 

 

 



２３．日原 尚吾 

サブタイトル：心理学と大学生活 

テーマと目的： 

「心理学」と聞くと，他人の心を読むことを思い浮かべるでしょうか。実はそのようなことはでき

ないのですが，みなさんの大学生活を少しだけ良い方向に向ける手がかりを得られるかもしれま

せん。本演習では，心理学を題材に，実験や文献の輪読，グループワーク，レポート執筆などを

行います。そうした活動を通して，大学で役立つ知識やスキル（PCの使い方，文献の読み方，発

表，前向きな議論の作法など）を身に付けます。 

 

 

２４．細川 美苗 

サブタイトル：英文学について学ぼう 

テーマと目的： 

テキストを読み英語圏諸国の歴史や文化について学ぶ。個人やグループでテーマ研究と

発表をしてもらうこともある。 

 

 

２５．松尾 博史 

サブタイトル：大学で必要な学習のテクニックを学ぶ・体験する、社会問題に取り組む 

テーマと目的： 

高校までの学習の仕方と、大学で必要とされる学習方法はかなり違います。この演習で

は、大学での学習にスムーズに入っていくためのやり方を学びます。前期は、これまでとは違

うどんな学びの可能性が大学では開かれうるのか、具体的な作業を通して体験していきましょ

う。実践的には、図書館の利用法、情報収集の方法、テーマの絞り込み、レポート・論文の書き

方、口頭発表の仕方、ハンドアウトのまとめ方、議論の仕方等が各回の作業テーマとなります。

後期は、経済発展の問題、憲法と自衛隊、民主主義と政治参加など、アクチュアルな社

会問題を取り扱います。 

興味のあるテーマを選び、履修者全員が、前後期とも一度は授業のメインになります。毎回、

学生２名程が担当者となり、担当者が中心となって演習を運営します。担当する回の事前には、

指導教授との綿密な打ち合わせと準備作業が必要です。 

 

以上 


